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2015 年度(平成 27 年度)事業報告書 
 
Ⅰ  事 業 期 間 

  2015 年(平成 27 年) 4 月 1 日 ～ 2016 年(平成 28 年) 3 月 31 日 
 

Ⅱ  事 業 の 成 果 
第１6 回こどものためのジオカーニバル(21 世紀の地学教育を考える大阪フォー

ラム)、水･土壌汚染対策研究会のセミナーに参画すると共に、年 1 回の出前授業を

実施した。 
子供たちに地下水・地表水の挙動に対する知識を普及すると共に、一般市民に対

しても同じ趣旨のプレゼン・セミナーを行うことにより、科学技術の振興を図る

活動を行った。 
 

Ⅲ  事 業 の 実 施 状 況 
 １  特定非営利活動に係る事業 

(１) ジオ・カーニバル出展 
【内  容】自分の液状化実験ビンをつくろう、ジオラマで井戸水を知ろう 
【実施場所】大阪市立科学館 
【実施日時】2015 年(平成 27 年)11 月 7 日(土)および 8 日(日) 
【事業の対象者】一般市民 
【収  入】30,000 円 
【支  出】86,538 円 
 

(２) 出前授業 
【内  容】地震発生の仕組みから考える 
【実施場所】奈良県立奈良北高校 
【実施日時】2016 年(平成 28 年)1 月 14 日(金) 
【事業の対象者】奈良北高校第 1 学年理数科クラス 
【収  入】0 円 
【支  出】10,000 円 
 

（３）各種情報提供サービスに関する事業 
【内  容】広報活動(会報、ホームページ) 
【実施日時】通年 
【事業の対象者】会員、一般市民 
【収  入】なし 
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【支  出】36,933 円 
 

(４) 研究会参加(おおさかＡＴＣグリーンエコプラザ主催) 
【内  容】水・土壌汚染研究部会 
【実施場所】おおさかＡＴＣグリーンエコプラザ内ビオトーププラザ 
【実施日時】通年  
【収  入】なし 
【支  出】年会費 12,000 円 
 

 
Ⅳ  社 員 総 会 の 開 催 状 況 
 （１）  名  称：平成 27 年度通常総会 
       日  時：2015 年(平成 27 年)4 月 25 日(土)  12:00 ～ 13:00 
              場  所：大阪駅前第 2 ビル大阪市立大学文化交流センター 
       出席者数：16 名（委任状出席者 7 名） 
              議案内容：第１号議案  2014 年度(平成 26 年度)事業報告 
                  平成 26 年度に実施してきた事業活動を報告し、全

員異議なくこれを承認し、本案は可決された。 
            第２号議案 2014 年度(平成 26 年度)の財産目録、貸借対照表、

収支計算書報告 
                  2014 年度(平成 26 年度)財産目録、貸借対照表、収

支計算書報告を示し説明した上で承認された。 
            第３号議案 2015 年度(平成 27 年度)事業計 
                  2015年度(平成27年度)の事業計画について報告し、

その内容について承認された。 
            第４号議案 その他(個人会員の獲得方法ほか) 

セミナー等の実施者に対し交通費・日当・半日当

を支払う提案が戟専務理事からあり、全員の承認を

得た。 
第５号議案 議事録署名人の選任の件 

                   議事録署名人について、山本副理事長と中島理事

が議長より指名され、全員の承認を得た。 
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V  理 事 会 の 開 催 状 況  
（１）  名  称：理事会 

      日  時：2015 年(平成 27 年)4 月 25 日(土) 10:00 ～ 12:00 
      場  所：大阪駅前第 2 ビル大阪市立大学文化交流センター 
      出席者数：12 名(委任状出席者 4 名含む) 
      議案内容：第１号議案  ジオ・カーニバルの参加について 
                  今年度のジオ・カーニバル参加を全員に諮り、全

員異議なくこれを承認し、本案は可決された。 
           第２号議案  出前講座の開催について 
                  出前講座についての内容説明、大阪市大 都市防災

センター活動参加に関する説明があり、全員異議

なくこれを承認し、本案は可決された。 
           第３号議案  浅層地下水検討会について 
                  浅層地下水利用のＨＰ内容のアップに関する提案

に対し、全員異議なくこれを承認し、本案は可決

された。 
第４号議案  大阪自然史フェスティバル 2015 について 

                  大阪自然史フェスティバル2015に参加可能であれ

ば進めることについて、全員の承認が得られた。 
第５号議案  その他 

                  セミナー等の実施者に対し交通費・日当・半日当

を支払う提案について、全員の承認が得られた。 
第６号議案  議事録署名人の選任の件について 

                   議事録署名人について、中川理事長と山本副理

事長が議長より指名され、全員の承認を得た。 
 
Ⅵ 部会 の開催状況  

（１ ）  デモ ンストレーシ ョン部 会（第 1 回）  
・ 第 1 回 平成 27 年デモンストレーション部会   

   日   時： 2015 年 (平 成 27 年 )10 月 17 日 (土 ) 14 :00～ 17 :00 
   場   所： NPO オフィス  
   出席者数： 5 名  
   議案内容： ジオ・カーニバル参加に向けての実施方法についての会議 
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セミナー事業：第 16 回こどものためのジオカーニバル  
 
日  時：  平 成 27 年 11 月 7 日 (土 )および 8 日 (日 )  
場  所 ：  大 阪 市 立 科 学 館 (地 下 鉄 四 つ 橋 線  肥 後 橋 か ら 徒 歩 1 0 分 程 度 )。 
参加 者：  吉田 光臣、鈴 木正彦、 (準備 ：中川 康一、和田昌 泰、中 島載雄 )  

【特 別参加】尹  英麗、 中島  祐子  (以上、 敬称略 )  
 

当 NPO の「 第 16 回こ どものための ジオカ ーニバル」へ の参加 は、今

年 で 6 回目にな ります 。セミナーで は子供 達に、地下水 の利用 状況およ

び 地 下 水 涵 養 の 大 切 さ を 伝 え る と 共 に 、 地 下 水 の 形 成 過 程 や 地 震 時 の 液

状化 さらに豪雨時 の斜面 崩壊を、実験 によっ て考えさせて います 。  
今 年 の テ ー マ は 「 自 分 の 液 状 化 実 験 ビ ン を つ く ろ う 、 ジ オ ラ マ で 井 戸

水 を 知 ろ う 」 で 、 簡 単 な 液 状 化 実 験 を 見 て 体 験 さ せ た 後 、 子 供 達 用 の 小

さ な 液 状 化 実 験 ビ ン を 作 ら せ ま し た 。 ま た 、 ジ オ ラ マ を 用 い た 降 雨 → 地

盤へ の雨水浸透→ 地下水 形成の実験も 行って います。  
 
当日 の主な説明お よび実 験内容は、3 ページ 目のパンフレ ットに まとめ

た通 りで、同 パンフレッ トはセミナー に参加 した子供達に 渡して います。 
 
子供 達にはセミナ ー開始 前から、1 .5 リット ルのペットボ トルを 利用し

た 液 状 化 実 験 機 を 時 間 の あ る 限 り 触 ら せ ま し た 。 子 供 達 は ペ ッ ト ボ ト ル

内 で 発 生 す る 液 状 化 を 何 度 も 不 思 議 そ う に 見 て 、 自 分 用 の 小 さ な 液 状 化

実験 ビンを失敗せ ずに作 りたいと思っ たよう です。  
いよ いよ自分の小 さな液 状化実験ビン (容量 0 .12 リ ットル )を作る 段階

にな ると、私達の 説明を よく聞き、粗 粒・細 粒の 2 種類のビー ズと中粒

の 砂 を 、 計 量 ス プ ー ン を 使 っ て 慎 重 に 規 定 通 り の 分 量 と な る よ う に 入 れ

て い ま し た 。 私 達 が 途 中 で 注 意 し て 観 察 し て 欲 し い 点 を 言 う と 、 じ っ と

観察 もできました 。  
小さ な液状化実験 ビンが 完成した後に 液状化 が発生すると 、「ウ ワー」

とい う声が漏れて いまし た。実 験が終わった 後には、「面白かっ た」、「 楽

しか った」という 子供達 の声が聞かれ ました 。  
最 後 の ジ オ ラ マ 実 験 で は 、 子 供 達 が 作 っ た 砂 山 や 川 に た く さ ん 雨 を 降

ら せ て 、 井 戸 に 水 が 溜 ま る 様 子 や 、 山 が 崩 壊 し て い く 様 子 を 観 察 し て い

まし た。  
 
今 回 は 小 さ な 液 状 化 実 験 ビ ン の 作 成 に 時 間 を と っ て し ま い 、 ジ オ ラ マ
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実 験 の 時 間 が 短 く な っ て し ま い ま し た 。 ま た 、 液 状 化 の し く み と い っ た

説明 があまりでき なかっ たことは、反 省事項 です。  
ジオ ラマ実験につ いては、2 日目 の実験時に 砂が水を多く 含んで いるた

め直 ぐに液状化し てしま い、1 日目のように 液状化発生の 状況を じっくり

と 観 察 す る こ と が 難 し か っ た こ と が 残 念 で し た 。 ま た 、 雨 を 降 ら せ る た

め の ポ ン プ の 故 障 や 、 雨 を 降 ら せ る ス ト ロ ー 接 続 部 か ら の 漏 水 と い っ た

アク シデントの解 消も、 今後の課題で す。  
 
い ろ い ろ と 課 題 も 残 り ま し た が 、 今 回 の 実 験 を 通 し て 、 子 供 達 の 地 下

水や 土に対する興 味が少 しは広がった かなと 思っています 。  
私 達 は 未 来 を 担 う 子 供 達 に 、 地 下 水 を 通 し て 自 然 の 面 白 さ 、 あ り が た

さ、そして恐ろし さを、今後も継続し て伝え ていきたいと 考えて います。  
 

5



 
 

自分
じぶん

の液状化
えきじょうか

実験
じっけん

ビンをつくろう、ジオラマで井戸
い ど

水
みず

を知
し

ろう 

特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
ほうじん

 地盤
じばん

・地下水
ち か す い

環 境
かんきょう

NET
ねっと

 

吉田
よしだ

光
みつ

臣
おみ

・鈴木正彦
すずきまさひこ

・和田
わ だ

昌
まさ

泰
やす

・中川
なかがわ

康一
こういち

・中島
なかしま

載
とし

雄
お

 

1. きみたちへのメッセージ 

「土
つち

の中
なか

を水
みず

がどういうふうに動
うご

いているのか」をきみたちに是非
ぜ ひ

知
し

ってほしいと

思っています。 

 

2. 見
み

てみよう！液状化
えきじょうか

実験
じっけん

 

1) 右
みぎ

の絵
え

の大きなペットボトルで実験
じっけん

を行い

ます。 

2) 大きなペットボトルを叩くと、砂
すな

がどうな

るのかよく見
み

てみましょう。 

 

3. 作
つく

ってみよう！小さな液状化
えきじょうか

の実験
じっけん

ビンをきみたちのものに。 

 自分
じぶん

たちのミニ液状化
えきじょうか

実験
じっけん

ビンを自分
じぶん

の手
て

で作
つく

ります。 

 1) ガラスビーズをペットボトルに入
い

れます。 

こぼさないように注意
ちゅうい

して３種類
しゅるい

の粉
こな

を入
い

れてください。 

2) 押
お

しピンをいれ、水
みず

を満杯
まんぱい

に入
い

れて栓
せん

をします。 

3) 水
みず

がもれないように栓
せん

をしっかりしめて完成
かんせい

です。 

※注意
ちゅうい

) 押
お

しピンで手
て

を刺
さ

さないように、気
き

を付
つ

けてください。 

 

4. やってみよう！雨
あめ

を降
ふ

らせて井戸
い ど

に水
みず

をためよう、でもその雨
あめ

で街
まち

はどうなる？ 

1) 砂
すな

で山
やま

と川
かわ

の模型
もけい

をつくり、

山
やま

のと街
まち

の井戸
い ど

を手
て

で堀
ほ

りま

す。 

2) 山
やま

に雨
あめ

をふらせます。 

3) 雨
あめ

の多
おお

くは川
かわ

沿
そ

いに海
うみ

に流
なが

れますが、砂
すな

にしみ込
こ

む雨
あめ

もあ

ります。 

4) 山
やま

の井戸
い ど

と街
まち

の井戸
い ど

に水
みず

が

あるかを見
み

ます。 

5) 雨
あめ

が降
ふ

った山
やま

の斜面
しゃめん

、街
まち

がど

うなったかも見
み

てみましょう。 

 

5. 問合せ先 

NPO法人
ほうじん

 地盤
じ ば ん

･地下水
ち か す い

環境
かんきょう

NET
ねっと

 〒599-8123 堺市東区
さかいしひがしく

北野田
き た の だ

575-1 

TEL/FAX 072-235-3555、ホームページ http://www.jck-net.org 

(以上） 

山(ひとつはハゲ山) 

山の井戸 

街の井戸 

海 

地層
ち そ う

(粘土層
ね ん ど そ う

) 

街 
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出前授業：奈良北高校第 1 学年特別授業   
地震発生の仕組みから考える  

 
奈良 県立奈良北高 校で行 う出前授業は 、平 成 26 年・27 年に引き 続き、

今年 で 3 回目になります 。  
 
日   時：  平 成 28 年 1 月 14 日 (木 )  

第 2 時 限・第 4 時限・ 第 6 時限 (各 45 分 )の 3 回  
場   所：  奈良 県立奈 良北高校  理 科実験 室  
講   師：  中川  康一     補助 ：中島  祐子  
実験 装置：  リク イファ くん (液状化実 験装置 )  

真空 ポンプを用い た砂の 強度増加実験 装置  
 
【授 業内容】  

授業 は東日本大震 災時の 動画 (約 3 分 )の視聴 後、地震のメ カニズ ムと特

徴 等 に つ い て 、 パ ワ ー ポ イ ン ト を 使 用 し な が ら 解 説 を 行 い ま し た 。 最 初

に 地 震 の 揺 れ や 津 波 の イ ン パ ク ト の あ る 映 像 を 見 せ た こ と に よ り 、 生 徒

達 は 授 業 に 興 味 を 持 っ て く れ た よ う で 、 授 業 中 に は 熱 心 に メ モ を 取 る 生

徒が 多数見られま した。  
 
地下 水に関する事 項とし ては、「適正 な地下 水位にコント ロール すれば、

液状 化被害を低減 できる こと」を解説しまし た。ま た、当 NPO が地下水

(特 に 地 下 浅 部 の 不 圧 水 )の 有 効 利 用 と 液 状 化 防 止 の た め の 活 動 を し て い

るこ とを説明しま した。  
地 震 動 に 関 す る 事 項 と し て は 、 共 振 現 象 に つ い て 、 パ ワ ー ポ イ ン ト を

用い ながら昨年度 より詳 しく解説しま した。  
地 盤 の 性 質 に 関 す る 事 項 と し て は 、 真 空 ポ ン プ を 用 い た 砂 の 強 度 増 加

実 験 装 置 を 用 い て 、 同 じ 砂 で も 上 載 荷 重 が 作 用 す る 地 下 で は 硬 さ が 全 く

異 な る こ と を 、 実 験 機 を 触 る こ と で 体 験 さ せ る と 、 多 く の 生 徒 が 関 心 を

もち 、中川理事長 の説明 を熱心に聞い ていま した。  
生 徒 達 に 行 わ せ る 実 験 と し て は 、 リ ク イ フ ァ く ん を 用 い た 液 状 化 実 験

を 2～ 3 回 行いました。 1 回目はあ らかじめ 作っておいた ジオラ マで液状

化を 見せ、2 回 目以降は 生徒達に自由 にジオ ラマを造って もらい、液状化

を発 生させて状況 を観察 させました。  
奈 良 北 高 校 の 生 徒 達 は 丘 陵 に 囲 ま れ た 環 境 に あ る せ い か 、 実 験 を 行 っ

た 3 クラスとも小高い 丘を作り、液 状化に よる砂の流動 で丘が 平坦にな
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る 状 況 を 見 つ め て い ま し た 。 実 験 機 の 振 動 数 を 上 げ て 液 状 化 が あ る 時 点

か ら 一 気 に 起 こ る と 、 ど の ク ラ ス で も 「 オ ー ッ 」 と い う 声 が あ が り ま し

た 。 ま た 、 液 状 化 現 象 を ト レ イ 横 か ら 見 て 、 内 部 の 砂 が 動 く 様 子 を 観 察

した 生徒もいまし た。  
なお 、実験後、あ る生徒 が講師の中川 理事長 に直接質問し ていま した。  
 
【今 後の出前授業 につい て】  
生徒 達は大変熱心 に授業 に取り組んで くれて います。また、毎年 当 NPO

に 送 ら れ て く る 授 業 後 の レ ポ ー ト は 、 授 業 を き ち ん と 聞 い て い な い と 書

けな い内容のもの ばかり です。  
生 徒 達 に 伝 え た い こ と は 他 に も た く さ ん あ る の で す が 、 出 前 授 業 は 時

間 的 制 限 が あ り 十 分 な 説 明 が 難 し い の が 現 状 で す 。 実 験 に よ っ て 理 解 を

よ り 深 め て も ら う た め に は 、 実 験 の 時 間 を 十 分 に 確 保 し な け れ ば な り ま

せん が、現状では かなり 難しい状況で す。  
当 NPO は実 験を通して 、生徒たち が地震や 防災に関心を もち 、理解を

深め てもらうきっ かけに なるよう、今後も努 力していきま す。当 NPO に

は い ろ い ろ な 実 験 装 置 が あ り ま す の で 、 今 後 も 機 会 を 頂 け れ ば 、 積 極 的

に出 前授業を行い ます。  
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会員動向  
（平 成 28 年 4 月 1 日現 在）  
正  会  員 ：  15 名  
賛助 会員：  

中央 開発  株式 会社  
株式 会社  日開 調査設計 コンサルタン ト  
株式 会社  東京 ソイルリ サーチ関西支 店  
株式 会社  田岡 化学分析 センター  
株式 会社  ルー ツ・ワン  
株式 会社  セウ テック  
 

事業実績  
事業 実績一覧表 (件 数）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お願い  

地 盤 ・地 下 水環 境  NET では 、 趣旨 に賛 同 いた だ ける 会 員を 募 集して

おり ます。お知り 合いの 方に、是非お 知らせ ください。  
なお 、入会方法は 、下記 にお問い合わ せくだ さい。  

電話  072 -235-3555 
地盤・地下水環境 NET (jck-net.org) 
特定 非営利活動法 人  地 盤・地下水 環境  NET 

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
土壌汚染の意見書作成等 2 3 1 2 1 2 1
地下水解析 1 1
地質解析 1
地下水開発コンサルタント 1
ビオトープコンサルタント 1 1
その他 1 1

2016
土壌汚染の意見書作成等
地下水解析
地質解析
地下水開発コンサルタント
ビオトープコンサルタント
その他
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